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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月9日(2017.5.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験体において体脂肪を減少させる方法であって、前記方法は前記被験体にラタノプロ
スト、脂肪酸エステル、および軟膏基剤を含む組成物を投与する工程を含む、前記方法。
【請求項２】
　前記被験体において体脂肪を局部的に減少させる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記被験体において皮下脂肪を減少させる、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記組成物が、ラタノプロスト、脂肪酸エステル、および軟膏基剤から本質的に成る、
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ラタノプロストの濃度が、約０．００１％（ｗ／ｗ）～約１％（ｗ／ｗ）（両端含
む）である、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ラタノプロストの濃度が、約０．０１％（ｗ／ｗ）～約０．５％（ｗ／ｗ）（両端
含む）である、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記脂肪酸エステルの濃度が、約１％（ｗ／ｗ）～約２０％（ｗ／ｗ）（両端含む）で
ある、請求項１に記載の方法。
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【請求項８】
　前記脂肪酸エステルの濃度が、約１％（ｗ／ｗ）～約１０％（ｗ／ｗ）（両端含む）で
ある、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記脂肪酸エステルの濃度が、約１％（ｗ／ｗ）～約２０％（ｗ／ｗ）（両端含む）で
ある、請求項５に記載の方法。
【請求項１０】
　前記脂肪酸エステルの濃度が、約１％（ｗ／ｗ）～約１０％（ｗ／ｗ）（両端含む）で
ある、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記軟膏基剤の濃度が、約７０％（ｗ／ｗ）～約９９％（ｗ／ｗ）（両端含む）である
、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記軟膏基剤の濃度が、約７０％（ｗ／ｗ）～約９９％（ｗ／ｗ）（両端含む）である
、請求項５に記載の方法。
【請求項１３】
　前記組成物が保存剤をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記保存剤がクロロブタノールである、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記組成物が無菌である、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ラタノプロストの濃度が約０．００１％（ｗ／ｗ）～約１％（ｗ／ｗ）（両端含む
）であり、前記脂肪酸エステルの濃度が約１％（ｗ／ｗ）～約１０％（ｗ／ｗ）（両端含
む）であり、前記軟膏基剤の濃度が約７０％（ｗ／ｗ）～約９９％（ｗ／ｗ）（両端含む
）である、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記投与工程が、約1日1回行われる、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記投与工程が、前記組成物を顔部、下顎、頚部、腕部、腹部、胸郭部、胸部、臀部（
buttocks）、腰部（hips）、大腿部、脚部、および／または膝に投与することを含む、請
求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記投与工程が、前記組成物を眼瞼に投与することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記投与工程が、前記組成物をオトガイ下部に投与することを含む、請求項１に記載の
方法。
【請求項２１】
　前記ラタノプロストの濃度が、約０．０３％（ｗ／ｗ）～約０．１％（ｗ／ｗ）（両端
含む）である、請求項１に記載の方法。
【請求項２２】
　前記組成物が、ラタノプロスト、脂肪酸エステル、および軟膏基剤から本質的に成る、
請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ラタノプロストの濃度が、約０．０３％（ｗ／ｗ）～約０．１％（ｗ／ｗ）（両端
含む）である、請求項１６に記載の方法。
【請求項２４】
　前記組成物が、ラタノプロスト、脂肪酸エステル、および軟膏基剤から本質的に成る、
請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
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　前記ラタノプロストの濃度が、約０．１％（ｗ／ｗ）である、請求項１に記載の方法。
【請求項２６】
　前記組成物が、ラタノプロスト、脂肪酸エステル、および軟膏基剤から本質的に成る、
請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記ラタノプロストの濃度が、約０．１％（ｗ／ｗ）である、請求項１６に記載の方法
。
【請求項２８】
　前記組成物が、ラタノプロスト、脂肪酸エステル、および軟膏基剤から本質的に成る、
請求項２７に記載の方法。
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